
治療を学ぼう
チーム医療を知ろう
地域医療を学ぼう！
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食べることは人生の楽しみであり、健康の原点ともいえます。当院では「口福を守るE.A.T」の愛称のもと、栄養・嚥下・口腔
機能に問題のある方、今後問題となることが予測される方に対し、各専門医療チームが連携して活動しています。今号では、

「口から食べる幸せを、チームで守る」をテーマに、当院の摂食嚥下栄養サポートチームをご紹介します。

口から食べる幸せを、
チームで守る。
摂食嚥下障害特集
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口から食べる幸せを、
チームで守る。

　

齊
藤
は
ま
た
、院
内
に
組
織
さ
れ
た
多
職
種

に
よ
る〈
摂
食
嚥
下
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
詳

し
く
は

Ｐ．２
参
照
）〉の
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
て
い
る
。

「
嚥
下
障
害
に
対
し
て
は
、医
師
だ
け
で
な
く

多
職
種
の
関
わ
り
が
非
常
に
重
要
で
す
。摂
食

嚥
下
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
で
は
、嚥
下
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、口
腔
ケ
ア
、栄
養
サ
ポ
ー
ト
と
い
う

３
つ
の
側
面
か
ら
、患
者
さ
ん
の
食
べ
る
機
能
を

守
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
」（
齊
藤
）。

　

そ
の
な
か
で
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担

当
す
る
の
は
、言
語
聴
覚
士
の
長
尾
恭
史
と
田
積

匡
平
で
あ
る
。「
私
た
ち
は
主
に
、飲
み
込
む
機
能

の
回
復
を
促
す
訓
練
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、衰

え
た
嚥
下
機
能
を
補
う
食
事
の
方
法
を
提
案
し

て
い
ま
す
。管
理
栄
養
士
と
一
緒
に
食
事
の
形
態

を
考
え
、ど
ん
な
姿
勢
や
食
べ
方
で
あ
れ
ば
、安
全

に
食
べ
て
い
た
だ
け
る
か
検
討
し
て
い
ま
す
」と
、

長
尾
。そ
の
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、こ
の

取
り
組
み
で
は〈
食
べ
る
こ
と
〉を
何
よ
り
も
重
視

●
高
齢
に
な
り
心
身
の
機
能
や
活
力
が
衰

え
、虚
弱
に
な
っ
た
状
態
を〈
フ
レ
イ
ル
〉と

い
う
。同
じ
よ
う
に
、口
腔
機
能
が
低
下
す

る
こ
と
を〈
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
〉と
い
い
、

要
介
護
認
定
が
2.4
倍
、総
死
亡
リ
ス
ク
が

2.1
倍
に
上
が
る
と
も
い
わ
れ
る
。

●
摂
食
嚥
下
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
で
は
、

歯
科
衛
生
士
が
中
心
に
な
り
、口
腔
機
能

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
専
門
的
な
ケ
ア
を

実
践
。さ
ら
に
、市
民
講
座
な
ど
を
通
し

て
、地
域
高
齢
者
の
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の

予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
て
い
る
。「
や
は
り
誤
嚥
を
繰
り
返
す
方
は
筋
力

が
衰
え
て
い
る
の
で
、し
っ
か
り
食
べ
て
栄
養
を
と

る
こ
と
が
基
本
で
す
。そ
の
点
、当
院
で
は
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
の
で
と

て
も
心
強
い
で
す
ね
」と
田
積
は
補
足
す
る
。

　

多
く
の
診
療
科
と
専
門
職
が
関
わ
り
、〈
口
か

ら
食
べ
る
機
能
〉を
守
る
た
め
に
力
を
尽
く
す

メ
ン
バ
ー
た
ち
。齊
藤
は
、そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
地
域
へ
と
広
げ
て
い
く
考
え
を
持
つ
。「
入
院

中
に
嚥
下
機
能
が
か
な
り
改
善
し
て
も
、自
宅

に
帰
る
と
元
に
戻
る
患
者
さ
ん
が
数
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、在
宅
医

療
の
現
場
で
も
継
続
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
ん
で
す
。す
で
に
摂
食
嚥
下
障
害
看
護
認
定

看
護
師
や
言
語
聴
覚
士
な
ど
が
介
護
施
設
な
ど

に
出
向
き
、食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、勉
強

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
取
り
組
み
に

も
っ
と
力
を
入
れ
、地
域
の
方
た
ち
を
支
え
た
い

で
す
ね
」。〈
口
か
ら
食
べ
る
幸
せ
〉を
、院
内
か
ら

地
域
全
体
へ
。そ
の
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
、齊

藤
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
摂
食
嚥
下
栄
養

サ
ポ
ー
ト
活
動
に
邁
進
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

食
べ
る
こ
と
は
人
生
の
楽
し
み
で
あ
る
。だ

が
、加
齢
な
ど
に
よ
り
嚥
下（
飲
み
込
む
）機
能

が
衰
え
る
と
、食
べ
物
に
む
せ
た
り
、誤
嚥（
唾
液

や
食
べ
物
が
気
管
に
入
る
こ
と
）す
る
よ
う
に
な

り
、や
が
て
、高
齢
者
の
命
に
関
わ
る
病
気
で
あ

る〈
誤
嚥
性
肺
炎
〉を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
る
。

そ
ん
な
状
態
か
ら
脱
す
る
た
め
に
、昨
年
、慢
性

的
な
誤
嚥
に
苦
し
ん
で
い
た
90
代
の
男
性
患
者

が
、あ
る
決
断
を
し
た
。そ
れ
は「
話
す
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
も
い
い
か
ら
、手
術
し
て
食
べ
る
機

能
を
取
り
戻
す
」こ
と
だ
っ
た
。こ
の
誤
嚥
防
止

手
術
を
執
刀
し
た
、都
築
秀
典（
耳
鼻
咽
喉
科

統
括
部
長
）に
話
を
聞
い
た
。「
こ
れ
は
簡
単
に
言

う
と
、喉
に
メ
ス
を
入
れ
、気
道
と
食
道
を
分
離

す
る
手
術
で
す
。誤
嚥
を
完
全
に
封
じ
込
め
る

反
面
、発
声
の
機
能
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の

患
者
さ
ん
は
そ
れ
で
も
い
い
と
、手
術
を
選
択
さ

れ
ま
し
た
。今
で
は
一
日
3
回
、食
事
を
楽
し
み
、

元
気
に
暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」。こ
の
よ

う
に
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
喉
の
機
能
を
診
て
、病

変
は
な
い
か
、飲
み
込
め
な
い
原
因
が
隠
れ
て
い
な

い
か
を
診
断
し
、患
者
の
希
望
を
最
優
先
に
し
て

適
切
な
治
療
に
繋
い
で
い
る
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
が〈
喉
〉の
専
門
家
と
し
て
、嚥

下
障
害
に
関
わ
る
の
に
対
し
、歯
科
口
腔
外
科
は

〈
咀
嚼（
食
べ
物
を
噛
む
）〉機
能
の
専
門
家
と
し

て
関
わ
っ
て
い
る
。齊
藤
輝
海（
歯
科
口
腔
外
科

統
括
部
長
）は
次
の
よ
う
に
話
す
。「
嚥
下
機
能

さまざまな診療科、専門職の力を結集し、
飲み込む機能の衰えた患者をサポートする。

の
衰
え
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、ま
ず
は
、内
視
鏡

を
用
い
て
飲
み
込
む
機
能
を
調
べ
る
嚥
下
内
視

鏡（
V
E
）検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。そ
の
上
で
、

咀
嚼
機
能
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
、私
た
ち
が
入

れ
歯
な
ど
口
腔
内
の
治
療
を
担
当
し
ま
す
。さ
ら

に
、舌
や
顎
の
筋
肉
が
衰
え
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、ど
ん
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む

べ
き
か
チ
ー
ム
で
検
討
し
て
い
ま
す
」。さ
ら
に
同

院
で
は
、腎
臓
内
科
、外
科
、脳
神
経
内
科
、皮
膚

科
な
ど
の
専
門
医
た
ち
も
摂
食
嚥
下
障
害
の
治

療
に
携
わ
っ
て
い
る
。こ
れ
ほ
ど
多
く
の
診
療
科
が

関
わ
る
の
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
摂

食
嚥
下
障
害
は
単
独
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、器
官
の
機
能
低
下
や
何
ら
か
の
病
気
に

よ
っ
て
起
こ
る
た
め
、診
療
科
を
横
断
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
す
。患
者
さ
ん
を
中
心
に
据
え

て
、必
要
な
医
療
を
す
べ
て
結
集
で
き
る
の
は
当

院
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
」と
齊
藤
は
話
す
。

多
様
な
診
療
科
が
関
わ
り

摂
食
嚥
下
障
害
を
サ
ポ
ー
ト
。

多
く
の
専
門
職
が
力
を
合
わ
せ

〈
食
べ
る
機
能
〉の
改
善
を
め
ざ
す
。

●食べることは人生の楽しみであ
り、健康の原点である。嚥下機能
が衰えると、体重減少、低栄養、
脱水、さらに誤嚥性肺炎に繋がっ
ていく。
●岡崎市民病院はその重要性を
熟知し、院内に多様な専門医、専
門職が連携してサポートする体制
を構築してきた。そしてその活動
を地域へと広げつつある。同院が
ロールモデルとなり、在宅療養す
る人々の嚥下機能や口腔環境、
栄養状態を守る取り組みが根づ
いていくことに期待したい。

在宅療養している人の
〈食べる楽しみ〉も守る。

摂食嚥下障害特集



　嚥下機能改善手術は、喉（のど）を温存し

つつ、嚥下（飲み込む）機能を改善し、口から

安全に食べられるようにする手術です。

　たとえば、高齢になると、喉のゴックンをする

タイミングがどうしても遅くなります。そういう場

合は、手術で喉の骨の周辺を持ち上げること

で、飲み込みに関わる働きを改善することが

できます。また、病気によっては、食べ物を食

道の入り口まで持っていっても、筋肉に力が

入らず、そこから先に食べ物が入っていかな

いことがあります。その場合は、食道の入り口

の間口を少し広げて、食べ物を送りやすくしま

す。こうした嚥下機能改善手術は、喉の構造

をある程度保つことができるので、発声機能

を守ることができます。この働きがもう少しあれ

ば食べられるようになる、という場合に提案す

る治療法です。

　病気を治し、体を維持する上でも、生きる楽

しみを感じる意味でも「口から食べて、栄養を

摂取する」ことはとても大切です。しかし、高齢

や病気になると、筋力低下や機能障害の影

響で「食べること・飲み込むこと」がうまくできな

くなり、誤嚥（ごえん）を繰り返したり、食欲自

体が低下したりすることがあります。

　当院の「摂食嚥下栄養サポートチーム」は、

そうした患者さんの「食べる（摂食）・飲み込む

（嚥下）」をサポートし、栄養状態を管理する

専門部署です。当チームは、飲み込みの状態

の評価・改善などを行う「嚥下チーム」と、食事

などを工夫し栄養状態の改善をめざす「栄養

チーム」、口腔内の環境を整える「口腔チー

ム」の３チームで構成されており、お互いに連

携しながら、総合的な支援を行っています。

　当チームの支援は、病棟看護師による入院

時のスクリーニングから始まります。このスクリー

ニングはすべての入院患者さんが対象で「飲

み込み、栄養、口の問題」という3つの観点から

評価を行い、低栄養や誤嚥などの課題がある

方を洗い出すというものです。その結果、支援

が必要と判断された患者さんに対しては、専門

チームが介入。定期回診やカンファレンスを行

いながら、嚥下機能の検査、食事や姿勢の調

整、リハビリテーションなど、さまざまな角度から

サポートしていくのです。

　もちろんこうした支援は、一職種だけで実現

できません。当チームには、医師、歯科医師、

看護師、管理栄養士、薬剤師、リハビリ職、歯

科衛生士などの専門職が所属し、専門性を

活かしながら、協働して支援を行っています。

摂食嚥下障害看護認定看護師
西嶋久美子 （左）

管理栄養士
鶴田 恵 （右）

耳鼻咽喉科統括部長
都築秀典

「嚥下・栄養・口腔」という
３つの専門チームが、
役割を分担し、連携して活動。

さまざまな職種が協働し、
飲み込みや栄養に対する、
多角的な支援を実施。

多職種が一丸となり、安全に食べ・飲み込めるよう、
適切な栄養状態が保てるよう、総合的に支援します。リハビリテーションでは改善が見込めない嚥下障害に対して、

耳鼻咽喉科で行う外科的治療です。

嚥下機能改善手術・誤嚥防止手術とは？

嚥
下
機
能
改
善
手
術
と
誤
嚥
防
止
手
術

摂
食
嚥
下
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

　高齢社会の進展に伴い、誤嚥性肺炎を繰

り返す高齢患者さんが増えています。そうい

う方に対し、耳鼻咽喉科では、食べ物を食道

に送り込む〈喉〉の機能に問題はないかを調

べて、適切な治療に結びつけています。治療

の中心は、飲み込む機能を改善させるリハビ

リテーションです。しかし、それだけでは改善が

見込めない場合、上に紹介しているような外

　摂食・嚥下や栄養状態に問題がある患者

さんに対しては、何か1つを改善すればよいとい

うものではなく、食事内容や、姿勢、筋力、口腔

環境など、さまざまな課題に対し、総合的にアプ

ローチする必要があります。当院が「嚥下・栄養・

口腔」という３つのチームを集約したのは、まさに

こうした患者さんに対し、多科、多職種が一丸と

なってサポートできる体制を整備するためです。

科的治療を選択することもできます。

　当科では、患者さんのご希望を最優先し

て、手術を希望する方に安全で確実な手術

を行っています。声を失うかもしれないことは

重い決断になりますが、口から食べる楽しみを

第一に考える

患者さんには

有効な治療法

だと思います。

　当チームではこれからも、入院中のサポートは

もちろん、さらに入院前・退院後を意識した支援

を行い、地域に向けた啓発活動などにも力を入

れていきたいと思います。最近では、低栄養の

高齢者も増えています。皆さんも加齢のためと

片づけず、普段か

ら栄養摂取や運

動、口腔ケアに力

を入れていただけ

ればと思います。

喉の機能を正しく診断し、
最善の治療法を提案しています。

今後も支援機能を高めていきます。
皆さんも予防を心がけましょう。

　誤嚥防止手術は、喉の構造を変えて、誤

嚥（食べ物が気管に入ること）を完全に防ぐ

手術です。食べ物や唾液などの液体が気管

から肺に入り、誤嚥性肺炎を繰り返してしまう

ケースや、自分の唾液を飲み込むだけで誤嚥

してしまう場合は、リハビリテーションだけでは

限界があります。そういう場合の選択肢として

提案しています。

　手術では誤嚥を防ぐために、手術で気管の

上にある声を出す部分にアプローチして、気

道と食道の経路を完全に分離させます。手術

後、患者さまは誤嚥の苦しみや肺炎のリスク

から解放され、安心して口から食べられるよう

になります。但し、喉頭の形を変えるため、発

声機能を失ってしまいます。会話によるコミュ

ニケーションができなくなることをご理解の上、

手術を受けていただくことが必要です。

飲み込む機能を改善する
〈嚥下機能改善手術〉。

誤嚥を完全に防ぐことを
目的にした〈誤嚥防止手術〉。

▲

こころの健康維持① 仕事や学習、友人との電話、料理など、毎日行ういくつかの活動と時間を決めましょう。

▲

こころの健康維持② 食欲が無くても、時間が来たら少量でもいいので何かを口にしましょう。
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　毎年、11月14日は世界糖尿病デー。世界各国の建造物が、糖尿病予防啓発のイメージカ

ラーであるブルーにライトアップされます。岡崎市民病院でも、広く市民の皆さんに糖尿病に関す

る適切な知識を持っていただくことを願い、令和２年11月9日〜15日の１週間、岡崎城、殿橋・明

代橋のブルーライトアップを行いました。

　糖尿病は、日本でも有病者と予備群

を合わせた人数が、2000万人ともい

われる生活習慣病です。皆さんもこれを

きっかけに糖尿病に関心を持っていた

だき、生活習慣の改善と糖尿病予防に

努めていただければ幸いです。

　口腔ケアは、狭い意味では「口の中を清潔にする」と

いう意味で使われることもありますが、一般的には「歯

の手入れ」や「咀嚼・嚥下のリハビリ」などを含む広い概

念として用いられます。

　高齢者が健康を維持し、自立した生活を続けていく

ためには、適切に口腔ケアを行うことが非常に大切で

す。食べる・飲み込むなどの口腔機能が低下したり、義

歯や口の乾燥が原因で口

腔内に細菌が繁殖したりする

と、食事量が減って栄養状

態が悪くなるだけでなく、誤嚥

性肺炎をはじめとした感染症

や、低栄養による運動機能・

活動量の低下、認知症の進

行など、全身の健康に悪影

響を及ぼすことが指摘されて

います。

　口腔ケアで大切なのは、専門職のサポートがある入

院中だけでなく、自宅や施設でもしっかりとセルフケアを

実践できることです。近年、こうした高齢者の口腔ケア

を推進するため、全国のさまざまな地域で、医療機関や

行政、大学などが共同の取り組みを進めており、その内

容は口腔ケアの啓発・啓蒙から口腔機能向上プログラ

ムの開発までさまざまです。

地域で取り組む
高齢者の口腔ケア

口腔ケアは生活の質に直結する重要なケア。
健康寿命の延伸をめざし、地域での活動が始まっています。
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口の中だけでなく、
全身の健康に影響を及ぼします。

日常的な口腔ケアを実現するため、
地域ごとに取り組みを進めています。

　当院では、岡崎市の事業の一環とし

て、主に認知症の方を対象とした口腔ケ

アを、地域とともに行っています。その1つ

が施設に対する専門職の派遣です。当

院と地域の医師会、歯科医師会、リハビ

リスタッフなどが協力して、人的資源が充

分ではない介護施設に対し専門職を派

遣。食事時の回診やアドバイスなどを行

い、サポートしています。2つ目は「お口の

行政や地域の医療職、職能団体とともに、
口腔ケアの充実に努めています。

衰え」の予防です。地域の言語聴覚士と

共同で「岡崎モグザえもん体操」という口

の体操を作り、行政の協力のもと「ごまん

ぞく体操（岡崎市の介護予防体操）」の

参加者を中心に広めていっています。岡

崎モグザえもん体操は、当院ホームペー

ジの摂食嚥下栄養サポートセンターペー

ジにも掲載されていますので、気になる方

はぜひやってみてください。

では？

低栄養

免疫力の
低下

口腔ケアを
しないと…

　令和２年11月4日、１階中央受付横で、がんセンター運営委

員会と緩和ケア委員会が共同で、がんイベント「がんを知ろう」

を開催。コロナ禍での開催となった令和２年度は、感染対策を

充分に講じた上で、ポスター展示と相談対応を行いました。今

回のメインテーマは、婦人科の子宮がんや卵巣がん。来場者

のなかには、一枚一枚、熱心にポスターに見入る方、パンフレッ

トを持ち帰られる方、ご家族の療養について相談される方など

がいらっしゃいました。今後も患者さんやご家族の方に、がんに

ついて知っていただける機会を作っていきたいと思います。

ポスター展示でがんへの理解を。
がんイベント「がんを知ろう」を開催。

世界糖尿病デーのイメージカラー〈ブルー〉で
岡崎城、殿橋・明代橋をライトアップ。

01
TOPICS

02
TOPICS

歯や義歯の不調

嚥下機能の低下

食欲不振

口腔内細菌の
増加

唾液分泌量の
低下

誤嚥性
肺炎

筋量・
活動性の
低下

FMおかざき「イブニングワイド」で
医師や看護師などが健康情報を発信！
　FMおかざき「イブニングワイド」の「いまどき旬」コー

ナーでは、月に１回当院の医療スタッフが出演していま

す。令和２年11月5日は、内分泌・糖尿病内科 統括部長

の渡邉 峰守より「withコロナ時代における糖尿病との

付き合い方」を、令和2年12月3日は、母性看護専門看

護師の早瀬 麻観子より「地域で見守る“子育て”＆“親育

て”」についてお話ししました。今後もぜひご期待ください。

20分で聞けちゃう！ 旬の健康情報

バルーンアートは、
それぞれのがんの
イメージカラーに

世界糖尿病デーロゴ

岡崎城、殿橋・明代橋のライトアップ

イベント後、
１階の渡り廊下にも

掲示

言語聴覚士  田積匡平（左）、長尾恭史（右）

岡崎
モグザえもん体操は
こちらから！

放送予定
令和3年
1月28日（木） 臨床工学室 技士長　木下昌樹

高度急性期医療におけるチーム医療

令和３年
２月２５日（木） 新生児集中ケア認定看護師　竹内久美子

小さな命と親子の絆を守る－NICU 最前線－

令和３年
３月１１日（木） 放射線室 主任　鈴木貴之

診療放射線技師とは？是非お伝えしたいこと

これまでの
放送内容は
こちらから！

▲

こころの健康維持④ 起床と就寝の時間を決め、一貫してその睡眠リズムを保つようにしましょう。

▲

こころの健康維持③ テレビ電話や音声通話など、リアルタイムに人とコミュニケーションを取る時間を。
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日本医療マネジメント学会学術総会〈優秀演題賞〉２年連続受賞。
地域の方の「食べるを守る」取り組みが評価されました。

乾癬、アトピー性皮膚炎など
難治性の皮膚症状を改善。 オプションメニューに当院のPET-CT検査を導入。

救急外来でのインフルエンザ検査中止のお知らせ。

　当院の摂食嚥下栄養サポートチームで活躍する、理学療法士の静間美幸、言語聴覚士の長尾恭史が、日本医療マ

ネジメント学会学術総会で地域連携の取り組みを発表し〈優秀演題賞〉を受賞しました。同学会は、医療の質の向上を目

的として活動する学会員により、毎年開催されているものです。地域の医師会、歯科医師会、行政、地域の医療職ととも

に、地域の皆さんの「食べるを守る」取り組みが評価され、令和元年度、令和２年度と、２年連続の受賞となりました。

　「治療は受けているものの、皮膚症状がな

かなかよくならない」とお困りの方はいらっしゃ

いませんか？当院の皮膚科では、難治性の

尋常性乾癬やアトピー性皮膚炎などに対し

て、日本皮膚科学会専門医の西田絵美医

師による光線療法（紫外線療法）を行ってい

ます。飲み薬や塗り薬ではなかなか良い効果

が得られなかった患者さんでも、光線療法の

併用によって改善していくことが可能です。

　皮膚疾患によっては、保険診療対象とな

りますので、より積極的な治療をご希望の方

は、かかりつけ医にご相談ください。

　岡崎市医師会健診のオプションメニューに、PET-CT検査（※）

が追加され、当院では、令和2年12月より受診可能となりました。
※がんの性質を利用しがんを見つける最新の検査

　新型コロナウイルス感染症が拡大していることから、原則とし

て当院の救急外来では感染リスクの高いインフルエンザ検査を

行いません。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

光線療法 岡崎市医師会健診

救命救急センター

2021 
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病院広報誌 特設サイト

LINE〈公式〉アカウント

地域の皆さんや連携機関の皆さんと
「岡崎市民病院」を情報で繋ぐ、広報誌連動型
コミュニケーションサイト。ぜひご覧ください。

病院広報誌「つ・な・が・る」のLINE〈公式〉アカウン
トを開設しました。QRコードから「友だち追加」をお
願いいたします。

こちらから

月号

〒444-8553 岡崎市高隆寺町字五所合３番地１
TEL 0564-21-8111　https://www.okazakihospital.jp/
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編集協力／プロジェクトリンクト事務局　発行日／2020年12月25日

言語聴覚士 長尾恭史（左）、理学療法士静間美幸（右）

「食」を通した多職種地域連携
第21回日本医療マネジメント学会学術総会　
優秀演題賞（令和元年7月20日）　静間美幸

地域多職種連携による介護予防のための
口腔運動導入の取り組み
第22回日本医療マネジメント学会学術総会　
優秀演題賞（令和２年10月7日）　長尾恭史

受賞内容

光線療法の主な適応疾患

●尋常性乾癬
●アトピー性皮膚炎
●尋常性白斑
●掌蹠膿疱症

全身型 
紫外線治療器

INFORMATION
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